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（
北
）
清
泉
寺
〔
三
玄
院
寮
舎
、
開
基
実
伝
和
尚
、
中
興
伝
外
和
尚
。
旧も
と

伏
見
に
あ
り
、
前
に
は
宇う

治ぢ

川
の
流
、
後
に
は
木こ

幡ば
た

山
の
麓
に

拠
る
其
清
流
を
臨の
ぞ
みし

ゆ
へ
清せ
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泉せ
ん

と
い
ふ
。
慶
長
年
中
に
立
、
今
栽さ
い

松
軒
し
よ
う
け
んと

い
ふ
、
大
僊
の
西
に
あ
り
〕
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